
鉄のチカラで未来をつくる―当社グループは社会課題をしっかりと捉え、企業としての社会的責任を果
たすとともに、成長戦略を実現し、企業価値向上に努めます。

人的資本
・従業員数 連結 1,248名

単体    818名
・福利厚生
従業員満足度向上への取り組み

製造資本 

・製造拠点
製鉄所：1拠点
加工拠点：全国9拠点

・設備投資 41億円

自然資本
・エネルギー消費 152.2Mℓ（原油換算）
・エネルギー原単位 69.7ℓ/t（鋼材当たり）
・工業用水の使用量 1,410km³
・上水の使用量 52km³

社会関係資本
・地域密着型の営業展開
・グループ営業拠点：全国48拠点
・総資産額 1,491億円
・純資産額 1,068億円
・自己資本比率 71.6%

（2024年度実績）

国際課題
●カーボンニュートラル・循環型社会への対応
●SDGs・サステナビリティへの対応
●地政学リスクへの対応～米中貿易摩擦、地域紛争の増大

鉄鋼業界の動向
●中国における断続的な増産・輸出拡大
●国内高炉メーカーにおける生産構造改革
●資源価格上昇に伴う原材料価格、エネルギー価格の高騰・高まりと鋼材価格の上昇

国内における課題
●将来的な人口減少と鋼材需要変化への対応
●働き方改革の推進
●進歩するデジタル技術への対応

INPUT

価値創造の源泉
OUTPUT

2024年度実績
ACTIVITY

成長戦略
OUTCOME

社会へもたらす価値

社会・自然
・CO2排出量の削減
・鉄リサイクルを通じた環境負荷低減

お客様・取引先
・ お客様のニーズを反映した製品・サービス
の開発
・ 品質安全性の確保と提案型営業の推進
・ サプライチェーンの取引先とのパートナー
シップの構築

株主・投資家
・ ガバナンスの徹底・強化
・ 情報開示の充実と密な対話を推進
・ 収益力をアップし株主還元の充実

従業員
・ 安全・防災を最優先し無事故・無災害の
実現
・ 健康経営の推進
・ 女性活躍の推進
・ 多様な人材の確保と育成
・  働き方改革の推進とワークライフバランス
の充実

地域社会
・  SDGsへの取り組みと社会貢献活動の
充実
・ 全国拠点を活用し、地域との共生活動の
推進

当社グループを
取り巻く環境

中山製鋼所グループ

2033
長期ビジョン

循環型社会の中で
ユーザーニーズに応じた
中山らしさを追求する

新生中山製鋼所の
スタートに向けての三段ロケット
（第1～3フェーズ）の点火

国内の電気炉薄厚板で
確固たる存在感を確立する

新電気炉プロジェクトを
基軸とした

新たな成長ステージへ

1   カーボンニュートラル・循環型社会の実現への貢献
2   収益構造の改善、製品ポートフォリオの改革
3   事業連携の強化
4  新電気炉稼働に向けた体制づくり
5   経営基盤の強化

中山製鋼所グループの強み
● 国内に3社しかない電気炉鋼板メーカー
●  商社・物流機能を保有した地域密着型体制
●  鋼板およびC形鋼の国内トップシェア
●  高炉・転炉の技術を有する電気炉メーカー

5つのマテリアリティ（重要課題） 

● カーボンニュートラル実現に向けて尽力する企業
●   従業員のモチベーションをアップさせ、家族の幸せを追求
する企業
● 社会に貢献し地域と協調・共生する企業
●  お客様に中山製鋼所グループを選んでいただき、喜んで
いただける企業
● ステークホルダーに安心していただき、喜んでいただけ
る企業

重点方針

81億円
経常利益

1,693億円
連結売上高

△0.06倍
ネットD/Eレシオ

5.4%

ROE

38.0%

配当性向

価値創造プロセス
価値創造の基盤




